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少子化の進行と人口減少社会の到来
○ 現在我が国においては急速に少子化が進行。合計特殊出生率は、平成17年に1.26と過去
最低を更新。18年～20年の出生率は前年を上回ったが21年は横ばいとなり、依然として厳し
い状況。

○ 平成17年には死亡数が出生数を上回り、国勢調査結果でも総人口が前年を下回って、我
が国の人口は減少局面に入った。
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第1次ベビーブーム
（昭和22～24年）
最高の出生数

2,696,638人

昭和41年
ひのえうま

1,360,974人

第2次ベビーブーム
（昭和46～49年）

2,091,983人

1.57ショック（平成元年）
1,246,802人

平成17年
最低の出生数

1,062,530人
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資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「平成20年10月1日現在推計人口」

平成21年
1,070,025人

1.37

注１：出生数及び死亡数については、日本における日本人の数値
注２：総人口については、日本における外国人を含む。
注３：総人口の増減は、自然増減（出生数及び死亡数）のほか、社会増減（国内外の流入
ああ・流出）を含む。
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386万人752万人1,115万人1,758万人

今後の我が国の人口構造の急速な変化
～日本の将来推計人口（平成18年12月推計）～

○ 我が国の合計特殊出生率は、2005年に1.26と過去最低を更新。人口減少が始まった。

○ 新人口推計（中位）によれば、2055年に産まれる子ども数は現在の約４割、高齢化率は現在の２倍（40.5%）、生産年
齢人口（15～64歳）も現在の２分の１近くに急激に減少する。

※

死
亡
数

89.7万人

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」（出生中位、死亡中位の場合）
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平成21年 女性の潜在的な労働力率

平成21年 女性労働力率

女性の就業状況

総務省統計局「労働力調査」「労働力調査詳細集計」（平成２１年）

就業者＋仕事がなく、探している者

１５歳以上人口
労働力率＝

就業者＋仕事がなく、探している者＋探していないが、就業を希望している者

１５歳以上人口

潜在的な
労働力率

※
＝

出産・育児を機に労働市場から退出する女性が多い。
特に子育て期の女性において、実際の労働力率と潜在的な労働力率の差が大きい。

・女性の労働力人口 ２，７７０万人（男性 ３，８３８万人）

・女性の労働力率 １５歳以上 ４８．５％（男性７２．１％）
１５歳～６４歳 ６３．１％ （男性８５．１％）




